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全
国
保
険
医
団
体
連
合
会

は　

月　

日
、
休
保
制
度
な

11

30

ど
を
守
り
、
各
団
体
が
会
員

の
た
め
に
長
年
に
わ
た
り
健

全
に
運
営
し
て
き
た
自
主
的

な
共
済
を
存
続
さ
せ
る
た

め
、
新
保
険
業
法
の
適
用
除

外
と
す
る
こ
と
を
求
め
て
国

会
要
請
行
動
を
実
施
、
請
願

署
名
1
万
9
9
5
8
筆
余
を

提
出
し
た
。

　

保
団
連
・
協
会
の
適
用
除

外
の
要
求
に
理
解
が
広
が

り
、
与
野
党
の　

人
を
超
え

20

る
衆
・
参
両
院
の
国
会
議
員

が
署
名
を
引
き
受
け
た
。
ま

た
、
前
日　

日
に
は
、
保
団

29

連
も
参
加
す
る
「
共
済
の
今

日
と
未
来
を
考
え
る
懇
話

会
」
に
よ
る
、
自
主
共
済
を

新
保
険
業
法
の
適
用
除
外
と

す
る
こ
と
を
求
め
る
国
会
要

請
行
動
が
行
わ
れ
、
衆
参
両

院
の
金
融
委
員
を
中
心
に
理

解
と
賛
同
を
広
げ
た
。

　

冨
岡
勉
衆
院
議
員（
医
師
・

自
民
）
へ
の
要
請
で
住
江
憲

勇
会
長
は
、
新
保
険
業
法
は

い
わ
ゆ
る
「
ニ
セ
共
済
」
の

被
害
か
ら
国
民
を
守
る
こ
と

が
本
来
の
趣
旨
で
あ
り
、
保

団
連
や
知
的
障
害
者
互
助
会

な
ど
健
全
に
運
営
さ
れ
て
い

る
共
済
ま
で
も
規
制
・
監
督

の
対
象
と
す
る
の
は
問
題
と

強
調
。
休
保
制
度
が
今
日
に

至
る
ま
で
、
地
域
医
療
を
担

う
開
業
医
に
と
っ
て
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
き
た
実
態

か
ら
も
新
保
険
業
法
の
適
用

除
外
と
す
べ
き
だ
と
強
く
要

請
し
た
。
こ
れ
に
対
し
冨
岡

議
員
は
、「
前
向
き
に
検
討
さ

せ
て
も
ら
い
た
い
」
と
し
、

要
請
に
一
定
の
理
解
を
見
せ

た
。

　

ま
た
同
日
行
っ
た
、
広
津

素
子
衆
院
議
員
（
自
民
）
へ

の
要
請
で
は
、「
共
済
と
保
険

は
異
な
り
、
そ
う
し
た
こ
と

か
ら
法
律
の
整
備
も
必
要
で

は
な
い
か
」、「
今
後
、
自
主

的
な
共
済
を
ど
の
よ
う
に
継

続
さ
せ
る
か
よ
く
研
究
し
た

い
」
と
の
前
向
き
の
姿
勢
が

署
名
1
万
9
千
筆
余
を
提
出

国
会
議
員
の
理
解
広
げ
る
活
動

「
共
済
の
今
日
と
未
来
を
考
え

る
懇
話
会
」が
国
会
行
動

　
　

月　

日
、「
共
済
の
今
日

11

29

と
未
来
を
考
え
る
懇
話
会
」

（
保
団
連
、
全
日
本
民
医
連

共
済
組
合
、
全
国
商
工
団
体

連
合
会
、
日
本
勤
労
者
山
岳

連
盟
な
ど
で
構
成
）
は
衆
・

参
両
院
の
金
融
委
員
な
ど
に

対
し
て
要
請
行
動
を
行
っ

た
。

　

要
請
に
参
加
し
た
森
明
彦

保
団
連
理
事
は
、
自
主
共
済

を
新
保
険
業
法
か
ら
適
用
除

外
す
る
こ
と
を
求
め
る
要
請

と
署
名
の
提
出
を
行
っ
た
。

　

広
津
素
子
衆
院
議
員
（
自

民
）、
福
島
瑞
穂
参
院
議
員

（
社
民
党
党
首
）
へ
の
要
請

に
対
し
て
、
両
議
員
は
請
願

署
名
の
紹
介
議
員
と
な
る
こ

と
を
引
き
受
け
、
適
用
除
外

な
ど
の
実
現
に
向
け
て
前
向

き
に
検
討
す
る
旨
答
え
た
。

　

ま
た
、
福
島
議
員
は
、
貸

金
業
法
の
改
定
に
よ
り
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
バ
ン
ク
も
規
制
強
化
さ

れ
る
中
で
自
主
共
済
と
似
た

困
難
に
直
面
し
て
お
り
、
非

示
さ
れ
た
。

　

辻
泰
弘
参
院
議
員（
民
主
）

へ
の
要
請
で
は
、「
政
府
に
修

正
を
迫
る
た
め
に
研
究
し
た

い
」
と
応
じ
た
。

　

三
日
月
大
造
（
民
主
）、

佐
々
木
憲
昭
（
共
産
）
両
衆

議
院
議
員
、
大
門
実
紀
史
参

議
院
議
員
（
共
産
）
へ
の
要

請
で
は
、
各
議
員
が
、
休
保

制
度
が
地
域
医
療
に
果
た
す

役
割
に
理
解
を
表
明
し
、
要

請
団
を
激
励
し
た
。

　

木
原
稔
衆
院
議
員（
自
民
）

へ
の
要
請
で
は
休
保
制
度
の

役
割
を
評
価
す
る
態
度
を
表

明
し
、「
役
所
の
行
き
過
ぎ
を

政
治
の
力
で
戻
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」と
理
解
を
示
し
、

要
請
団
を
激
励
し
た
。

営
利
活
動
に
対
す
る
業
法
規

制
の
問
題
で
は
、
と
も
に
連

帯
し
て
い
く
可
能
性
が
あ
る

こ
と
を
示
唆
し
た
。

　

今
臨
時
国
会
で
自
主
共
済

規
制
問
題
を
委
員
会
で
取
り

上
げ
、
山
本
金
融
担
当
大
臣

か
ら
「
検
討
す
る
」
旨
の
答

弁
を
引
き
出
し
た
馬
渕
澄
夫

衆
院
議
員
（
民
主
）
は
、
同

日
の
「
懇
話
会
」
の
打
ち
合

せ
に
参
加
し
、
激
励
の
挨
拶

を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
佐
々
木
憲
昭
衆
院

議
員
・
大
門
実
紀
史
参
院
議

員
（
共
産
）
か
ら
も
激
励
が

寄
せ
ら
れ
る
な
ど
、
与
野
党

議
員
か
ら
「
懇
話
会
」
の
運

動
に
対
す
る
幅
広
い
理
解
と

支
持
が
広
が
っ
て
い
る
。

　

こ
の
日
の
「
懇
話
会
」
国

会
行
動
で
は
、
与
野
党
議
員

の
中
に
適
用
除
外
を
求
め
る

訴
え
や
要
求
へ
の
理
解
が
前

国
会
か
ら
さ
ら
に
広
が
っ
て

い
る
な
ど
の
感
想
が
相
次
い

で
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
安
全
互
助
会
や
知
的
障
害

者
互
助
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の

共
済
な
ど
制
度
存
続
の
た
め

の
金
融
庁
や
国
会
議
員
へ
の

要
請
行
動
や
、
制
度
共
済
や

労
働
組
合
な
ど
の
団
体
で
も

共
済
を
守
る
た
め
の
運
動
や

認
識
が
広
が
っ
て
き
て
い
る

こ
と
、
愛
知
、
大
阪
、
兵
庫
、

広
島
な
ど
で
地
域
版
「
懇
話

会
」
な
ど
の
共
闘
組
織
の
結

成
や
協
力
が
広
が
り
始
め
て

い
る
こ
と
等
の
報
告
が
あ
っ

た
。
最
後
に
、
こ
う
し
た
運

動
の
広
が
り
に
確
信
を
持
っ

て
運
動
を
広
げ
て
い
く
こ
と

を
打
ち
合
せ
た
。

　

今
後
、保
団
連
、「
懇
話
会
」

で
は
、
適
用
除
外
を
実
現
す

る
た
め
、
超
党
派
に
よ
る
議

員
立
法
を
展
望
し
て
引
き
続

き
運
動
を
大
き
く
広
げ
る
こ

と
に
し
て
い
る
。

　
　

月
6
日
、衆
議
院
内
で
、

12
女
性
医
師
の
働
く
環
境
整
備

の
た
め
の
国
会
内
勉
強
会
が

開
催
さ
れ
た
。

　

新
年
度
予
算
概
算
要
求
の

「
病
院
内
保
育
所
運
営
事

業
」、「
医
師
再
就
業
支
援
事

業
」
に
つ
い
て
、
厚
労
省
の

説
明
と
意
見
交
換
を
す
る
こ

と
が
目
的
で
、
保
団
連
女
性

部
板
井
八
重
子
部
長
、
東
京

女
子
医
科
大
学
名
誉
教
授
橋

本
葉
子
氏
（
前
女
医
会
会

長
）、大
澤
真
木
子
東
京
女
子

医
科
大
学
小
児
科
主
任
教

授
、
小
田
泰
子
日
本
女
医
会

会
長
が
呼
び
か
け
人
と
な
っ

て
開
か
れ
た
。
阿
部
俊
子
、

木
原
稔
、
冨
岡
勉
、
小
宮
山

洋
子
、
高
橋
千
鶴
子
、
石
井

い
く
子
各
国
会
議
員
と
議
員

秘
書
ら
を
ふ
く
め　

人
が
参

32

加
し
た
。

　

勉
強
会
で
は
、「
院
内
保
育

所
が
あ
っ
て
も
入
れ
な
い
、

復
帰
し
た
く
て
も
受
け
入
れ

て
く
れ
る
保
育
所
が
な
い
」 

な
ど
の
実
態
や
、「
再
就
業
支

援
に
は
講
習
会
だ
け
で
は
な

く
、
実
習
も
含
め
た
サ
ポ
ー

ト
が
必
要
だ
」
な
ど
の
意
見

が
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
医
師

不
足
で
病
院
勤
務
医
の
過
酷

な
労
働
実
態
を
考
慮
し
た
予

算
措
置
に
し
て
ほ
し
い
と
要

望
が
あ
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
厚
労
省

は
、「
働
け
る
環
境
を
つ
く
ら

な
け
れ
ば
と
い
う
こ
と
は
認

識
し
て
い
る
」
と
し
た
が
、

「
病
院
勤
務
医
数
は
日
本
全

体
で
は
減
っ
て
い
な
い
」
と

の
立
場
を
示
し
た
。

　

保
団
連
で
は
、
今
後
も
女

性
医
師
団
体
な
ど
と
連
携
し

て
、
女
性
医
師
の
労
働
環
境

改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
く
。

女性医師の労働環境改善へ
女女性性部部、、厚厚労労省省・・国国会会議議員員とと学学習習会会

開催挨拶する橋本東京女子医科大学名誉教授

自主的な共済存続を
新保険業法の適用除外を求め国会要請行動

　

広
津
議
員
（
右
）
に
要
請
す
る
住
江
保

団
連
会
長
と
森
明
彦
保
団
連
理
事

　

福
島
議
員
（
右
）
に
要
請
す
る
森
明
彦

保
団
連
理
事




